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在
日
大
使
館
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
台

北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
。
あ
く
ま
で
も
民
間

機
関
の
扱
い
。
外
交
特
権
は
な
い
。
代
表
は
謝し

ゃ

長ち
ょ
う

廷て
い

氏
。
立
法
議
員
、
高
雄
市
長
さ
ら
に
行
政

院
長
（
首
相
）
を
務
め
た
大
物
。
76
歳
の
今
も

台
湾
各
都
市
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
日

本
各
地
を
精
力
的
に
回
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
白
河
に
来
ら
れ
た
。
本
市
と
台
南

市
は
観
光
・
教
育
面
で
の
交
流
が
あ
る
。
小
田

川
小
の
児
童
に
バ
ナ
ナ
を
贈
り
、〝
台
湾
フ
ェ

ア
〟
で
は
法は

っ
ぴ被
姿
で
店
頭
に
立
っ
た
。「
白
河
は

ほ
っ
と
す
る
マ
チ
で
す
ね
」
ど
こ
か
懐
か
し
い

雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
謝
代
表
は
努
力
と
信
念
の
人
で
あ
る
。
台
北

の
生
ま
れ
。
父
が
投
資
に
失
敗
し
貧
し
い
幼
少

期
を
過
ご
す
。
商
業
高
校
の
時
、
器
械
体
操
で

国
体
優
勝
。
五
輪
を
目
指
し
た
が
そ
れ
は
叶
わ

な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
一
念
発
起
。
猛
勉
強
の

末
、
最
難
関
の
台
湾
大
学
法
学
部
へ
。
在
学
中
、

司
法
試
験
に
合
格
す
る
。
さ
ら
に
国
費
留
学
生

に
選
ば
れ
、
京
都
大
学
大
学
院
へ
。

　
来
日
し
た
９
月
。
ま
さ
か
の
国
交
断
絶
。
奨

学
金
は
？
ビ
ザ
は
？
幸
い
民
間
団
体
の
支
援
で

事
な
き
を
得
た
が
、
生
活
は
楽
で
は
な
い
。
奥

さ
ん
と
近
く
の
中
華
店
で
働
い
た
と
い
う
。「
哲

学
の
道
」
を
歩
き
、
法
の
目
的
と
は
、
法
の
正

義
と
は
何
か
を
考
え
た
。
帰
国
後
、
弁
護
士
に

な
る
。
当
時
は
ま
だ
戒
厳
令
下
。
父
か
ら
は
政

治
に
か
か
わ
る
な
と
戒
め
ら
れ
た
。
だ
が
国
民

党
独
裁
に
よ
る
社
会
的
な
不
満
は
募
っ
て
い
た
。

　
ロ
シ
ア
は
世
界
を
百
年
前
に
戻
し
て
し
ま
っ

た
。
帝
国
主
義
を
む
き
出
し
に
領
土
拡
大
に
狂

奔
す
る
。
プ
ー
チ
ン
は
自
ら
を
ピ
ョ
ー
ト
ル
大

帝
に
重
ね
て
い
る
。
彼
の
地
図
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
存
在
し
な
い
。
ロ
シ
ア
連
邦
の
一
部
と
し
て

あ
る
だ
け
。
ほ
く
そ
笑
む
中
国
。
主
権
国
家
へ

の
侵
犯
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
〝
中
国
の
一
部
〟

た
る
台
湾
の
併
合
に
何
の
問
題
も
な
い
。

　
米
国
の
目
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
い
て
い
る
の

を
幸
い
に
、
南
太
平
洋
諸
島
に
触
手
を
伸
ば
す
。

資
金
援
助
を
餌
に
台
湾
と
国
交
断
絶
を
迫
る
。

台
湾
は
巨
大
な
龍
に
呑の

み
こ
ま
れ
な
い
よ
う
必

死
。
頼
み
と
す
る
の
は
日
米
。
台
湾
は
米
国
の

地
政
学
上
の
要
衝
の
地
。
日
本
は
運
命
共
同
体

的
な
関
係
。
台
湾
の
誇
る
世
界
最
大
の
半
導
体

メ
ー
カ
ー
が
、
日
米
に
工
場
を
建
設
す
る
。
こ

れ
も
台
湾
の
安
全
保
障
策
の
一
つ
だ
。

　
だ
が
日
本
は
50
年
前
に
国
交
を
断
っ
た
。
米

国
も
同
様
だ
が
〝
台
湾
基
本
法
〟
を
制
定
し
、

関
係
を
保
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
一
部
に
〝
日

台
交
流
基
本
法
〟
制
定
の
声
も
あ
る
が
、
い
ま

だ
実
現
す
る
気
配
は
な
い
。〝
台
湾
の
有
事
は
日

本
の
有
事
〟
こ
れ
だ
け
経
済
的
・
文
化
的
な
関

係
が
深
く
、
共
に
超
大
国
と
向
き
あ
っ
て
い
る

台
湾
と
の
連
携
法
が
な
い
の
は
誠
に
疑
問
だ
。

　

あ
る
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
民
主
活
動
家
の

弁
護
を
引
き
受
け
た
。
法
哲
学
を
学
ん
だ
者

と
し
て
「
自
分
が
正
し
い
と
信
じ
れ
ば
政
治

問
題
に
も
関
わ
る
」
と
の
信
念
を
持
っ
て
い
た
。

１
９
８
６
年
９
月
、
謝
代
表
た
ち
は
密
か
に
民

主
進
歩
党
を
結
成
。
奥
さ
ん
に
遺
書
を
渡
し
た
。

命
を
か
け
た
行
動
だ
っ
た
。
党
名
も
謝
代
表
が

考
案
。
こ
れ
を
将し

ょ
う

経け
い

国こ
く

総
統
は
黙
認
。
12
月
の

立
法
議
員
選
で
当
選
し
党
も
躍
進
し
た
。
翌
年

38
年
に
も
及
ぶ
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
。

　

李り

登と
う

輝き

の
大
英
断
で
憲
法
が
改
正
さ
れ
、

１
９
９
６
年
総
統
の
直
接
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
国
民
党
と
相
互
に
政
権
を
担
い
、
台
湾

に
民
主
主
義
体
制
が
根
づ
い
た
。
李
登
輝
と
謝

長
廷
代
表
。
党
こ
そ
違
え
、
自
由
と
民
主
主
義

の
国
づ
く
り
で
結
ば
れ
て
い
た
。
京
都
大
学
出

身
で
あ
る
こ
と
も
信
頼
を
強
め
た
。

　

昨
年
秋
夕
食
を
共
に
し
た
。
和
や
か
な
雰

囲
気
。
酒
が
す
す
み
少
年
の
頃
の
話
に
な
っ

た
。「
市
長
さ
ん
、
大お

お
こ
う
ち

河
内
伝で

ん

次じ

郎ろ
う

や
嵐あ

ら
し

寛か
ん

寿じ
ゅ
う

郎ろ
う

は
い
い
で
す
ね
。
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
い
ま
し

た
よ
！
」「
は
い
、
丹た

ん

下げ

左さ

膳ぜ
ん

や
鞍く

ら

馬ま

天て
ん

狗ぐ

で
す

ね
」「
そ
う
そ
う
、
ハ
ハ
ハ
…
」
周
り
の
人
は
ポ

カ
ー
ン
。
ふ
っ
と
小こ

林ば
や
し

旭あ
き
ら

の
『
ギ
タ
ー
を
持
っ

た
渡
り
鳥
』
を
口
ず
さ
む
。
私
も
唱
和
す
る
。

ま
さ
に
春し

ゅ
ん

風ぷ
う

駘た
い

蕩と
う

。
大た

い

人じ
ん

の
風
格
だ
。

　
こ
の
頃
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
を
め
ぐ
り
中
国
と
激
し

く
争
っ
て
い
た
。
謝
代
表
は
日
本
と
の
友
好
を

深
め
る
た
め
、
命
あ
る
限
り
奮
闘
す
る
と
い
う
。

そ
う
い
う
覚
悟
が
私
た
ち
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

「
信
ず
る
道
を
一
筋
に
」

市長の手控え帖
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